５　事件に対する戸崎家の態度
事件の軽微処理に　　　月日不詳の前段の歎願書にも見えるとおり、戸崎家としては、隣村に田後村椿岩助（大庄屋格）
尽力した戸崎家　　　とも、しばしば相談を持ちかけたようで

　　　　　　　　　　　去ル廿日夕村方之者共私宅江不法ケ間敷致し懸（ケ）候ニ付奉懸ニ御役介一候段奉恐入候仍而恐入御達申上候（戸崎文書）

　　　　　　　　　　　　万延元年　　　　戸崎文之右衛門

　　　　　　　　　　　　　　申十二月

　　　　　　　　　　　　椿　岩助殿

　　　　　　　　　　　というのがあり、また

　　　　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚

　　　　　　　　　　一旧冬当村之者共私宅江不法相働候儀ニ付多人数御召捕入牢被　仰付奉恐入全意趣遺恨有之候故之儀ニも無御座借米之儀厚相申積ニ而罷越し候処大勢之事故中ニハ取迷候者も有之斯（ル）不法相働候趣ニ而EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○○○○○○○),村中一統恐入後悔仕候)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),趣)ニ而EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○○),何卒格別之)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○),御慈悲)ヲ以入牢被　仰付候者共EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○),急々御免)被　仰付候様願上候此段宜敷被仰上可被下候　以上（戸崎文書）
　　　　　　　　　　　　　　　河村郡長瀬村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸崎文之右衛門

万延弐年酉正月　日

椿　岩助殿

　　　　　　　　　　　というように歎願書によっても事件に対する戸崎の心情・態度のほどが推察され、一揆襲撃に対応して、その反感報復からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わいろ),賄賂)までつかって重い刑に処せられるように申請するなどの気持はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みじん),微塵)もない。また隣村田後村をはじめ、羽合郷の各庄屋よりは
羽合郷中の庄屋の　　一長瀬村之者共昨年不法仕候付大勢御召捕ニ相成村中慥ニ被　仰付誠ニ不慮不儀仕出シ奉懸ニ役
歎願書　　　　　　　　介一候段重々奉恐入候然ル処入牢之者共何れ茂貧窮之者ニ御座候所家内渡世之手段無御座必至之難渋仕候趣……中略……素より貧村ニ見請隣村筋一統奉恐入候仍何卒御慈悲ヲ以御免被為　仰付候様郷内一統連印此段宜敷被仰上被下度候　以上（戸崎文書）
河村郡羽合郷

田後村中

月日不詳　　　庄屋……

とある案文控（戸崎文書控）がある。これは多分椿岩助の内示で、戸崎と協議して羽合郷内十
数ヵ村庄屋をして連判減免刑を歎願させるる目的であったようで、ここまで心を砕いたが、事件後謹慎中でもあり、また多数の庄屋が連判哀訴することは、いかに穏健な形といえども、従党を組む形となるから中止せよとの藩役人からの指示があったのでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さた),沙汰)やみとなった。
　さらに西郷伊木村大庄屋涌島長右衛門より

涌島家と見舞状　　　一得貴意漸EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おしつまり),押詰)萬々御繁用奉察候此間者大勢長逗留仕段々預二御馳走一忝奉存候承候ヘハEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○○○○○○○○○○○○),御人数様方未夕御逗留因州迄御越)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),し)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),之趣)何角ニ付嘸御心遣可被成只今如何ニ成行相成候哉大ニEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あんじ),案思)申上候御様子一寸為ニ御知一可被下右極御内々ニ御尋申上度如斯御座恐惶謹言
十二月廿七日　　涌島長右衛門

戸崎文之右衛門様

戸崎久右衛門様

尚々其後御召捕無御座哉爰元召捕人御取調ニ而入牢与相成貴家様方始め村役人御取調御座候哉是又為御知可被成下候以上（戸崎文書）

この涌島の書EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),翰)によって、事件発生後からまだ１週間ばかりも戸崎両家には御人数（役人）様相当数が調査本部として逗留しており、この間にも因州（鳥取）と連絡往復があったことが察せられる。田中又次郎という役人も多分その一員であったであろう。親類としてまた大庄屋同役としてその後の成行きを案じた通信文である。通信やら歎願文ばかり幾通もとりあげて、退窟せられることと恐縮であるが、事件の核心に触れる文書でもあり、またさきに述べたように藩庁方面には文献がほとんど残っていないので、いま少し当方の文書をとりあげて補足しておきたい。
戸崎家書類の中に

椿岩助の内伺書　　　一書奉啓上候先以益々御機嫌克被遊ニ御座一恐悦之至ニ奉存候然者去年長瀬村之者共戸崎文之右衛門居宅乃狼藉ニ付大勢御召捕ニ相成EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○),村中慎)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),ニ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),被)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),仰付)一統奉恐入当春よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○○○),度々嘆願書奉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○○),差上候得共)御免無御座奉恐入一統相慎ミ居申候何れも後悔仕候事（ニ）御座候然ル所村方之者共戸崎文之右衛門より歎願是迄ニも度々差上呉ものEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),与)おもふ様子ニ相聞同人儀如何ニも奉差上度被奉存候得共恐入達し書奉ニ差上一居候程之儀歎願差上候も恐多哉ニ奉存如何仕候而可然哉与相談仕私儀茂同人願書取次差上候茂不心済哉ニ相孝へ是迄相見合居候得共同人より村方御免之嘆願書差出し候得者EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○),私奥書仕)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○○),差上候而宜敷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),も)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),の)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),ニ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○),御座候)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),哉)尊前様方迄御内窺申上候間何卒御内命被　仰付可被為下何様奉願候右之段申上度乍憚如斯ニ御座候恐惶謹言
椿　岩　助

１１月２６日（文久元年か）

有田　和助様

浅井多一郎様

田中　幸六様

神坂幸之助様

椿岩助は、元の大庄屋戸崎文之右衛門謹慎中のため代って現職大庄屋となって、同人も事件について苦慮している様子がうかがえる。
この内伺書には余白に朱書で

致承知候右ハ恐入EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),差扣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),中之)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),義)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),ニ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),付)歎願差出候儀EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),不相)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),成)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),旨)差様御心得可有之尤其許より出願ニおよばれ候儀ハ不苦事ニ御座候以上。とあるから、この内伺は差し返され文末余白に、当の戸崎からは宜敷くないが、現職の椿名儀でならば苦しからずと、気休めの返事をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(も),洩)らしている。

椿岩助の配慮　　　　　以上の実在書類によって戸崎としては、あらゆる面から刑の減免のためうつべき手は打っていることがわかり、また、後大庄屋としての椿岩助も、動けるだけは動いていることが察せられ、藩の硬軟両派も帰国中の藩主にもあたって、事件の翌文久元年も慎重に調査をつづけつつ、未決のまま歳月を見送っていたものと見える、そして一揆発頭人の処刑の前の文久２年戸崎文之右衛
門に対し、椿岩助から急達が来た。

　急御法御免可被下候然者被　仰渡之御用御座候間只今御郡役所江御出可被下候右之趣迄急度早々以上

八月晦日　　　　　　椿　岩助

戸崎文右衛門様

つづいて次の言渡しがあった。

河村郡長瀬村

戸崎文之右衛門

戸崎文之右衛門に　　　其方儀三年以前ニEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(●●),凶作)ニ而式村小前之者共及難渋を以借米申談候節仮令不相当之儀も有之候共
対する藩の言渡書　　　急ニEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むらおさ),村長)の身分殊ニ多人数之儀ニ候得者其節与得相弁気配ニ不懸様如何様共穏ニ申聞方茂可有之処無其儀不束ニ及即答候より一統人気立同十二月廿日夕其方居宅江仕込不ニ一ト通一及狼藉候趣成行候右人別共不埓与者乍申畢意急之心得方不宜敷之儀不届之至ニ付急度被仰付品も有之候得共御慈悲を以遠慮被　仰付
　　　　　　　　　　　これは前文椿岩助の書EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),翰)より察すれば、その同日の８月EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みそか),晦日)か、その翌月９月１日の言渡しか

と思えるが、一応EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しか),叱)りおく程度である。しかし、文之右衛門の強訴や村民（村方役人）に対する対応の態度について「村長の身分」といい、「得と相EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わきま),弁)え、気配にかかわらざる様、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○),いかよう)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),と)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),も)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○),おだやか)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),に)申聞け方もこれあるべく」といい「その儀なく不束に即答に及び候よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),一統)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),気)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),おい)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),立ち)」と洞察しているあたりは、その当時の状況をよくうかがっている。

　こうして藩は、戸崎に対しておそまきながらとりあえず形式処理をしておき、民心のやや鎮まるころあいを見て、１ヵ月後の９月に

戸崎家の謹慎解除　　一筆申入候然ハ長瀬村戸崎文右衛門儀先達御裁許之上遠慮被ニ　仰付置一候所此度被成ニ御免一候　　　　　　　　　　　

の申渡書　　　　　　　間左様相心得其段可被ニ申渡一候右為レ可ニ申入一如此ニ候　恐惶謹言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多羅尾喜兵衛

九月十八日

椿　岩助殿

一揆のとき功績の　　　これと同時にか、或は文久３年か月日不詳ではあるが、事件を速報したり、仲裁の労をとって
あった者の表彰　　　暴動の拡大を喰いとめたという功績で、藩はこれら２－３の人びとを表EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょう),彰)している。
（1） 雲州浪人医師

　　　　　　当時河村郡長瀬村江引請浪々を以召置居申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋田　耕悦

医師橋田耕悦の表　　　右者去年拾二月廿日夜右長瀬村之者共地利米并畑宛口等負引之儀ニ付多人数申合同村戸崎文之
彰　　　　　　　　　　右衛門手前江罷越及ニ狼藉一候節EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○○○○),直様罷出取鎮度)相考候得共壱人ニ而者覚束無之故同村勝福寺并同村江住居致居申永原恕安内弟子大谷文節等呼起し取鎮方之儀談置直ニ右文之右衛門方江罷越候処同人家内之者共田後村江罷越し居申村方之者共聞及狼藉可致咄し合い致居申ニ付早速右家内之者穏し遺し置又々文之右衛門手前江来り候処勝福寺取鎮メ人別一同寺内江連帰候ニ付同寺江来り倶ニ取鎮メ候段追々相聞神妙之至ニ付致ニ称美遺し候事（戸崎文書より）
　　　　　　　　　　　　（包紙ニ右騒擾事件取EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なだめ),噯)たる賞詞津田様より御渡―橋田見流）と認めてあった。

　　　　　　　　　　　包紙の中には更に他の一通の短文の賞詞があった。これによると

橋田見流の表彰　　　　（２）　　　　　　　　　　　　橋田　見流

　　　　　　　　　　　打入萬延元年十二月夜　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うしとら),艮)（午前３時前後）刻右人別之者共申分を通候躰能取EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なだめ),噯)遺し人別共一同取鎮候段神妙之至（戸崎文書より）
（３）　　永原恕安内弟子

大谷　文節

大谷　恕安

呼出し……（賞詞不明）

（4） 河村郡長瀬村
宇右衛門の表彰　　　　　　　　　　　　　　　　宇　右衛門

　　　　　　　　　　　其方儀四年以前申年十二月廿日之夜式村之もの共大勢党を催し及び狼藉候砌其党ニ不加却而村内勝福寺江罷越取鎮呉候様相頼候ニ付同寺（に）隠（れ）早速罷出取鎮候様相成候段奇特之事ニ付鳥目三貫匁被遺候（小(尾)谷家所蔵）宇右ヱ門は当時戸崎家に奉公しており、乱入当夜は一時土間の大EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かまど),竃)の中に隠れ機をみて脱出、勝福寺へ連絡したという決死の功績が認められたのである。この文書は宇右ヱ門の孫尾谷精二の好意により、偶然筆者の眼にふれることができた。
　　　　　　　　　　　これに先立つ文久２年、仲立の立役者勝福寺には、特に

勝福寺の表彰　　　　　一代限りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じきぶれ),直触)被　仰付

　　　　　　　　　　　隠居諦観江銀子五枚賞與
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（勝福寺縁起より）

　　　　　　　　　　　の恩典があった。直触というのは、藩の寺社奉公から宗旨庄屋の手を経由しないで、文書の下達を受けるもので、いうならば宗旨庄屋と同格に認められたもので、当時在方・寺方では最高の名誉であった。神職方でこれに相当する資格は幣頭といった。神職でこれになるのには相当の歴史のある神社に奉仕し、家歴と事績のある神職が寺社奉行の手をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へ),経)、吉田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うらべ),卜部)家の推せんにより従５位下の宜旨を受けたものに限られ、ずいぶん権威を持ったものであった。
　　　　　　　　　　　余談にわたったが、これで文久２年から３年にかけて、被害方戸崎家の処分・免除・事件功労者の表彰などが片づいた。また文久３年の七右衛門はじめ伊助・平三郎・弥三七の処分についても、大体わかって頂いたと思う。

池田慶徳の伯耆巡　　　この処刑に先んじて文久２年の秋、在国中の藩主池田慶徳の伯耆巡狩（視察慰撫）の企てが起

狩　　　　　　　　　こり、その８月に巡狩の計画が各巡路途次の大庄屋にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まわ),廻)されたようで、伊木村涌島長右衛門家（当主克己氏）にその関係文書が残っており、筆者の手もとに１泊に予定せられた田後村調査図があることは前に述べた。この伯耆巡狩は、いうならば万延元年の長瀬一揆ににより計画されたものと見てさしつかえあるまい。すなわち深い意味を含んだ巡狩である。

藩主巡狩を機に戸　　　ところが、これが戸崎家にとっては遠慮御免を申請する好機であった。なぜならば、次の歎

崎家の歎願書　　　　願書を見てみよう。

　　　　　　　　　　　得責意候　先以御堅勝被成御座目出度奉存候承候得者此度出府之趣御苦労（ニ）奉存候EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ときに),于)時及御聞も可有ニ御座一私儀式村一件ニ先々月廿九日出之御書之趣ニ而晦日之御裁許迄御遠慮被ニ仰付一恐入候次第ニ御座候然処今般先月未方御目付田中幸六様

　　　　　　　　　　　殿様御巡国御宿（註文久２年のこと）為御見分御在出ニ付私EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おとがめ),御咎)御免EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なげき),歎)之儀大庄屋迄相談致候処早速EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ないうかがい),内窺)致呉候処先月廿七八日迄ニハ御免ニ相成候旨被　仰依而在御役所へ歎之儀不申上而も宜敷旨仰（之）趣之処今以何等之儀も無御座心痛居申候于時御上様御巡国ニ付而ハ本家へ御小休御談ニ相成私宅江も御役人様御談之趣大庄屋より申聞候然処少々繕不申而ハ不相成事も有之処未夕御免不相成慎申何角と不都合御座候依而此間河原氏へも相談仕同氏よりも貴公様迄御内書差上呉候様御配慮可被下段奉察候近項御用多々御中ニ候得共何卒御推察御願之程品能申上ケ被下度奉願候右之趣御内々御願談得貴意度如斯御座候　恐惶謹言

　　　　　　　　　　　　　　九月二日　　　　　　　戸崎文之右衛門
深田与三右衛門様

尚々私EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○),遠慮慎中)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),ハヤ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○○),三十日余)ニ相成居申呉々も宜敷御内々御含ミ奉願候且大庄屋江も相談之上可申上筈ニ御座候へ共式村久助用筋ニ而出府為致候ニ付御内書迄申上候兎角宜敷御厚考之程奉願候以上

歎願書の要旨　　　　　この内書EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あて),宛)先の深田与三右衛門は、このころの鳥取藩士職制人名録（因伯大年表）中の御寄合衆に、深田隼見というのがあるから、いずれその辺の人物かと推察されるが、戸崎当人にとっては３０日間の慎み期間が待ち通しかったところへ、藩公巡国で本戸崎が藩公の小休息所に宛てられ、自分の宅が藩士の小休息所にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),宛)てられるともれ聞いたので、慎み中では雑作などもできないので、慎み免除を早急に許されたいと内意を伺ったものである。これはまもなく成功したことは、さきに挙げた９月１８日付多羅尾喜兵衛の書EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),翰)の通りで、歎願後１６日目のことであった。
藩主の巡狩の旅程　　　藩公当地巡路は長瀬に少憩の後、上長瀬から堤防をさかのぼり田後の大庄屋椿岩助宅に１泊、翌日ひきかえし天神の渡しをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かご),駕籠)のまま舟に乗り渡り、由良に少憩、赤碕の佐伯宅に１泊の後西行の計画であったことは、本涌島所蔵の巡路達し書の控でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(めいりょう),明瞭)である。田後設営調図もその準備のためにつくったものであることは、さきに述べたとおりである。
文久３年に一揆の　　　戸崎の謹慎も解かれ、功労者の表彰も済み、容疑者は無罪放免となり、式村長瀬村民の謹慎も
問題かたづく　　　　ほどなく免ぜられ、残る４人の処刑も片付いたのが文久３年４月２６日、事件発生よりまる３年、つまり昔でいう４年ぶりであった。

当時の鳥取藩の事　　　しかし、鳥取藩はこれで一切EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せいひつ),静謐)になったのではなく、尊王EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょうい),攘夷)の国論沸騰し、志士の往復繁

情　　　　　　　　　多を極め、藩の重臣側用人黒部権之介・高沢省巳・早川卓之丞・加藤十次郎らは保守派として危険にさらされ、ついにこの年８月１７日夜急進派２０士から急襲され、京都本国寺で黒部・高沢・早川の３人は其の場で落命し、加藤は片腕を落とされ後自殺した。早川に切りかかったのは有名な剣豪託間樊六であったが、早川も小手切りの名人で、樊六の大刀のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つば),鐔)に２寸ばかりも深く切り込んだ話は有名である。これが本国寺事変で藩内のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ないこう),内訌)とともに国事多端な時期であり、長瀬一揆のごときは、藩からみればただの百姓の一揆で大事の前の小事であると見たかもしれない。だがしかし、日本社会経済・民政史上からみれば、決して軽がるしくあしらいのける事件ではなく、しかも鳥取藩としては３２万石の藩制期最後の大事件であると評価してさしつかえない。それが藩の記録に詳記されていないのは、何かの理由があったものと思わせられる。そのために繁をいとわず多年にわたり収集した史料をあげて、後世に資することにしたのである。

戸崎家に対する見　　　さて、この事件に対する結論をまとめる段階に達したが、そのまえにこの時代の農村生活史料

舞の状況　　　　　　の一端にもなると思うので被害者戸崎に贈られた見舞状況をあげておく。

　　　　　　　　　　　　万延元年申十二月廿一日村寄合一件

御見舞請帳　　一冊（内容の重くなるもの）

門屋　　　　小がに　五ツ

高田　　　　三升飯　一入子二
　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(に),煮)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しめ),染)　一入子三

御寺　　　　中ふな　四百目

　　　　　　大ふな　一　敷

以下長瀬三十七人（略す）

新川　　　　　七人

水下　六郎右ヱ門他其一人

田後

　鉢屋（品物記載のないのは見舞の言葉のみらしい）

　虎蔵（　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　上椿　　　さい味噌　煮染一重

　　　　　　　　　　　　一入子

　午芳　　　　一　巴

　　　　　　　　　　　　菊屋

　　　　　　　　　　　　新屋　　　かに　　　　一　枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　あまさぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　いな魚

　　　　　　　　　　　　下椿　　　煮染　　　　二　重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一両弐匁

　　　　　　　　　　　　京屋

　　　　　　　　　　　　佐渡屋　　中ぼら　　　一　本

　　　　　　　　　　　　入江

　　　　　　　　　　　　花屋　　　煮染　　　　一入子

　　　　　　　　　　　　　　　　　切り干煮　　一　重

　　　　　　　　　　　　大黒屋

　　　　　　　　　　　　西（西朝倉、通称西ノ家）

　　　　　　　　　　　　大工金助

　　　　　　　　　　　光吉　三人

　　　　　　　　　　　南谷　四人

　　　　　　　　　　　宇野

　　　　　　　　　　　　分尾崎　

　　　　　　　　　　　　　　　共見舞

　本尾崎

其他略す。

　註、田後の椿諸家は、被害当夜戸崎の家族一同の避難を引きうけたと聞いている。
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粗EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼく),朴)な見舞品　　　　　ずいぶん多くの見舞人で混雑したことが推察されるが、見舞品がいかにも粗EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼく),朴)なものばかりで、当時の農村民の生活、台所がのぞかれておもしろい。

　　　　　　　　　　　そこで、前にも触れておいたが、一体この事件は、どんな原因や動機で発生したか、戸崎の家計生活はどうであったか、村民の気風・気質はどうであったか、この時代上下層の対立感情はどうであったか、時世環境はどんな状態であったか、藩の農民対策は適正であったか、いろいろな面から事件発生の要因を割り出すのでないと、単なる地主対小作の感情衝突やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けんくわ),喧嘩)騒ぎとして見EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(す),過)ごす恐れがあるので、もう少し掘り下げて探求してみたい。

